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門田 浩 
 
ップダ ウ ンの 方法論などは 、組み込み分野に は

無縁と思わ れ る 方も まだ 多い でしょうが、私は 意

外に 早く広まる の で は な い か と思って い ます。そ

れ は 、今まで の 開発は 既存の シ ス テムの 作り 直し、あ

る い は 発展的 解消が 多い か らです。まず、既存シ ス テ

ムの 改良で は 引き継ぎで 開発す る 人 た ち が、常に 基

本 的なアイ ディアの 理解に 苦しみます。そして 既存の

設計方針 や 実装詳細に 手を出す の を恐れ 、屋上屋を

架してしまいます 。一方、初め て の プロジ ェクトは シ ス

テム分析設計だ け で は なく、シ ス テムの 性能や コ ス ト

概算と設計の トレードオ フに 悩みます。特に LSI 化、即

ち ASIC の 利用が 常識化して い る 現在、ソ フト・ハード

の トレードオ フに 悩む の で す 。  

 

進 的な 企業や 大学は 別にして、多くの 開発に

従事す る 皆さんは 程度の 差は あ れ 、上述の よ

うな経験をなさって い る の では な い でしょうか。

か くしてトップダ ウ ン設計方法論、現実に は 「ボトムアッ

プでな い」方法論の 充実や ツールの 導入が 識者（？）

の 間で叫ば れ る ことに な り ます 。  

 

上は 、この 世界では よく言わ れ て い る 話か も 知

れ ませ ん。私は さらに 次の 点を挙げ た いと思

い ます。そ れ は 様 々 な 標準化との 結び 付きで

す。組み込みの 世界で も 標準化は 徐々 に 浸透して い

ます 。  

例 と し て 、 OSEK

（http://www-iiit.etec.uni-karlsruhe.de/̃osek/index.e.

html）の 活動を紹介しましょう。 OSEK は 最近 俄か に 日

本 や 米国で注目され て い る、自動車の RTOS や ネット

ワーク に 関す る 欧州に お け る 標準化活動です。 OSEK

仕様 は 第一版が95 年10 月に 出ました。これ は 通常の

自然言語で か か れ た 仕様 書でした。予定では 、今年の

3 月末に 第二版が でます。 RTOS 部分は 大幅な 変更は

な いとの ことです が、 communication 部分は す べ て を

ITU で制定され た SDL で形式記述したも の を仕様とし

て 配布す る ようです。この ため 、 SDL 対応の シ ミュレー

ション、コ ード生成ツールが 注目され て い ます 。お わ か

り の ように、この 場合道具と方法論を導入せ ねば 、そ

の マーケ ットに 入れ な い の で す 。  

日本で も 一部、官公庁で は この ような 話は あ りました

が、そ れ とは OPEN な方法論で あ りな が ら民間ベース

で あ る ことが 大い に 異な る の で す 。  

 

方、この ような標準活動に 則らな い、まだまだ

大多数を占め る 社内開発であって も「ボトムア

ップでない」方法論は 有効な の です。様々 な製

品 の 設計方法は 、実は 分野分野に お い て 類 似の パタ

ーンですす め られ て い る の です。詳細の 実装は 個人 に

依存す る ことが 多い にしても 、アーキ テク チ ャあ る い は

設計パタ ーンは ちょ いと努力す れ ば テンプレート化出

来る し、そしてそ の 蓄積を利用したツール化が 可能な

の で す 。  

 

ルチ メディア関係の 処理プログ ラムなどは 別に

して、アルゴ リズ ミックと言うより は 、状態遷移

が や たらに 多い 組み込みの 世界で は 、そ の よ

うな面でちょっとした工夫をす る と大 幅に 設計品 質と効

率が あ が ります。さらにツールを利用す る ことによりそ

の 設計が 資産化で き る の で す 。  

 

IPC は 、そ の ような状態遷移に 着目した優れ た 国

産の ツールで あ る と申せ ましょう。 ZIPC に 限らず、

最近 は 優れ たツールが PC 版で 揃い 安価に なっ

て 来た 事に より、ますますこれ らの ツールが 身近 に な

り ました 。  

技術者の 皆さん、も う使わ な い 手は あ り ませ ん。  

 

門田 浩（も んでん ひ ろ し） 

トトトト 

先先先先 

以以以以 

一 

ママママ 

ZZZZ 


